



















éducation à la citoyenneté［市民権のための教育］と呼ばれており、一般的に市
民性教育のことであると理解されている（Himmelmann 2006）。西ドイツ当時の
連邦政治教育センターは、ドイツ語では Bundeszentrale für politische Bildung
［政治教育のための連邦センター］であるが、英語版 web ページでは Federal 



























2)　 Byram（2008）のタイトル From Foreign Language Education to Education for Intercultural 
Citizenship. から着想を得て議論している。
3)　 ウォルター・ラッセル・ランバス（Walter Russel Lambuth, 1854-1921）は関西学院の創立
者のアメリカ人宣教師である。この学校にランバスの名前が付けられているのは、「ランバ
ス記念伝道女学校に由来し、W・R・ランバスの母、メアリー・ランバス（Mary Isabella 











1945 年 3 月には戦火が激しくなり一時休園しているが 1946 年に再開している。
1949 年には米国メソヂスト婦人ミッションより贈られた資金約 500 万円で大井正
一より土地家屋を購入し、財団法人聖和女子学院附属鶴橋学園となっている。1950



















の開校を決定し、1977 年 7 月に開校した。半年後にはオモニは 30 名を超え、「生
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に就任し、1983 年に聖和社会館は第 1 回生野民族文化祭に協力している。聖和社











にとってはまさに福音であったし、入園児は韓国・朝鮮人 7 人と日本人 27 名で日本
人のこどもが多かった。



























5)　 この学生のおひとりは後に川崎市からふれあい館に勤務することになる。（2019 年 1 月 26 日ふ
れあい館にてインタビュー）











よると、大阪では 1983 年に 37 館（全国第 2 位）あったのが 2010 年には 27 館（全
国第 1 位）に減少している。開設年ごとの学級数では、解放運動期（1962 年～
1989 年）にあたる「1970 年代前半にピークを迎えている。1977 年は『解放運動
の原点としての識字』という機運の中で開設が集中した」時期に続くころである。
1972 年には 17 学級、1973 年には 20 学級が開設されている。また、「2010 年度・
全国識字学級実態調査」では学習者の総数は 2745 人であったが福岡 948 人と大阪
685 人の合計は 59.5％にのぼる。全体では男性は 23％、女性は 77％であり女性が
多いことがわかる。また、出身国・地域別では、韓国・朝鮮 84.3％、日本 77.2％、
ブラジル 65.4％であり、中国 63.2％で、ベトナムのみが男性 54.9％と逆転している。
年齢構成比でいうと高齢化しているのは間違いないが、大阪でも 30 歳未満は
31.1％いることを忘れてはならない。「ハッキョが開校した 77 年の人口統計によれ
ば在日朝鮮人は約 65 万人、そのうち約 18 万 5 千人が大阪に居住していた。約 4
万人の朝鮮人が暮らす生野区では人口の約 25％を朝鮮人が占めた。なかでも猪飼
野地域の半数は朝鮮人住民で、その中心に位置する大阪市立御幸森小学校において
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